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ライナー用パットの製作

断端形状により断端とライナー
の間に隙間ができるため、ライ
ナーを使用できない症例がありま
す。
無理に使用すると皮膚トラブル

の原因になります。

義足の装着方法の１つに、断端
（切断部位）にライナー（シリコーン
やウレタンの袋）を被せ、義足を装
着する方法があります。
ライナーは擦れの減少、衝撃の

緩衝、圧の分散など断端の保護
の役割を持ちます。

断端末とライナー
の形状の不一致例

断端とライナーの隙間を埋める
専用のパッドを製作をしています。
パッドを使用することで、どのよう
な断端形状でも、快適な義足使用
ができることが期待されます。
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